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問題と目的

Facilitated Communication (以下FC)は, 1985年

頃よりオーストラリアのR. Crossleyによって実践さ

りるようになり,その後1990年頃よりD. Biklenの影

響のもとでアメリカの多くの州に普及していった。

FCに関する歴史を逆上ってみると1974年にR. C.

Oppenheimによる“Effective teaching methods for

autisticchildren" という本が出版されており,その内

容は,現在でいうFCによる教育方法であった(D.

Biklen 1997)。そこには次のように記述されている。

「基本的な障害は, motor expressive behavior の

領域にあると思われる。従って書字を教えるさいに,

かなりの期間,子どもの手をガイドし続ける必要性に

気づいた。しかしながら次第にガイドすることを消去

し書き手に指を単にタヅチするようにしていった。

我々も指をタッチすることの正確な意味は分からな

い。我々はタッチしているだけで絶対にガイドしてい

るわけではないにもかかわらず,タッチしていないと

書くことができなくなってしまうのである。『どうして

タッチしていないと書けなくなってしまうの』とある

話しことばのない少年は尋ねられたところ“l can't

remember how to write the letters without your

finger touching my skin" と答えたのである。(P.54)」

FCの実践においてFacilitatorはUserの身体の

一部にタッチするのであるが,その意味や機能につい

てOppenheimも正直に「分からない」と述ぺている。

一方わが国においては, 1973年に若林慎一郎によっ

て「書字によるコミュニケーションが可能となった幼

児自閉症の1例」というタイトルの論文が発表されて

いた(落合1998私信)。

「4歳までほぽ正常に近い言語発達がみられたが,

4歳の時の拒食を契機として話し言葉は消失した。し

かしその後,12歳過ぎから,音声言語は発しないまま

文章構成能力や算数解決能力などの発達がみられ,書

字によるコミュニケーションが可能となった。このよ

うな能力の発達は,本児の日常生活における不適応行

動および状態像からは予測しがたいようなものであっ

た。11歳8ヵ月の時,母が本児の手に鉛筆を握らせ手

を添えて書かせようとしても,全く受動的に手を動か

すのみで,自分で書こうとしない。12歳9ヵ月の頃に

は,母が本児の手にちょっと手を添えてやれば,文字

を書くことができるようになった。「何が好き?」と尋

ねると,「アイスクリーム」と書くといったぐあいに,

家で母と筆談が可能となった。本児が喋らず筆談する

ことについて,母が『なぜお話しないの?』と尋ねた

ところ,『おはなしするのはきらい できない きいて

いかん』と書いた。また『どうしてお母さんが手をさ

わっているとよく書けるの,わけを教えて』と尋ねる

と「さわっていてもらうと,安心していれる」と書い

たのである。13歳10ヵ月の頃からは,本児の肘に消し

ゴムをちょっとあてるのみで書く」

以上のように若林論文の内容は母親がFacilitator

となって実践されたFCといえよう。最初母親は,相

当に本児をガイドしていたように思われるが,次第に

肘に触れるのみで書字ができ,コミュニケーションが

可能となっていった。

1970年代の初期に日本とアメリカでほぼ同じ内容の

論文が発表されたことは,偶然ではあろうが,面白い

現象である。Oppenheimも自閉症の息子さんをかかえ

母親として息子の教育に携わる過程で,今で言うFC

に気づいていったのである。若林論文の症例でも全く

同様に母親と自閉症の息子という関係の中でFC現象

が生起しているのである。筆者が障害児教育担当教員

を対象としてFCに関する調査を行ったところ,数名

の自閉症児にFC現象が確認でき,それはいずれも母

親が, Facilitatorとなっており,家庭で書く宿題の日

記などに示されていた(神野 1998)。このようにおそ

らく障害児教育が始まって以来,我々は気づかなかっ

ただけであるが,親子関係のもとでFC現象は日常的

に生起しているように思われる。

筆者は,愛知教育大学障害児治療教育センターで自

閉症を中心とした発達障害児に対してプレイセラピイ

を実践したり,母親の相談にあたってきている。

話しことばのほとんどない自閉症Y子が初来所した

のは小2の9月であった。特殊学級に在籍しているが,
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集団行動が難しく,強制されると,泣いたり,机や椅

子をカタカタさせたり,近くにいる子を叩いたり,つ

ねったりなどのパニック様行動が頻繁に起きていると

いうことで(学校側の主訴),学校を通して本センター

を紹介されて来談した。両親の主訴は,「ことばが出て

ほしい。コミュニケーションがもっとできるように」

ということであった。

以後今日まで(小6)プレイセラピイを継続して月

1回実施してきている。Y子のプレイは,大学院生あ

るいは学部生が担当し,筆者が両親(必ず両親揃って

来所される)との面接を行っている。

Y子は小2の11月頃より学校においてFCにより文

章を産出するようになった。担任のA先生が,

Facilitatorの役割をされているのである。

本論文では,Y子のプレイセラピイおよびFCに

よって産出された文章の経過を報告し,読み書き能力

が殆どないと思われるY子がなぜFCによって文章が

産出されるのかについて考えてみたい。 FCが機能す

るためには上述したように母子関係のような濃厚な人

間関係を必要とすると思われるが,Y子を通して更に

いくつかの重要な要因について検討してみたい。

事 例 Y 子

(1)Y子の生育歴

家族構成は,父,母,姉およびY子の4人家族であ

る。

在胎10ヵ月。早期破水。出産時体重2680 r。混合栄

養。首の座りは3ヵ月。歩き初めは12ヵ月。1歳3ヵ

月の頃,名前を呼ばれれば「ハイ」と答えたが,以後

ことばは殆ど増えていかない。バイバイの真似はして

いたが,一人遊びが多かった。Y子が1歳半頃,母親

への後追いが激しくなったが,姉が登園拒否ぎみで母

親は姉のことで精一杯になり,Y子をかまってやれな

かった6 2歳頃になって姉が順調に幼稚園に通うよう

になったので母親にも余裕ができ,Y子を公園などに

もつれて出かけた。その頃より他の子どもよりことば

が遅いな一と思うようになった。2歳7ヵ月に病院で

診てもらい,3歳の時に「自閉症」と診断された。そ

の後,母子療育に1年3ヵ月,指定保育園に2年間通

い,現在の小学校に入学した。小1の4月に初めて発

作をおこし,異常波もみられることより投薬をうけて

いる。

偏食は激しく,牛乳,ウィンナー,豆腐,ゼリ一等

は全く食べない。癖としては,筆箱やノートを唇につ

けて左右に動かしたり,ミニュチュアの野菜を口に含

んでいる。またポケットティシュを指に挟んでゴワゴ

ワさせている。

自宅では,ビデオ(ドラエもん,アラレちゃん等)

が好きで,気に入った場面を巻き戻しては何回も見て

いる。

(2)Y子のプレイの初期の経過(小2~小3)

Y子のプレイの担当者は,女子大学院生である。プ

レイ開始の初期の頃の数回のセッションの記録を以下

に示し,Y子の状態についてまとめてみたい。

第1回(11月19日:小2の2学期)

赤いスヌーピーのトレーナーに黒い半ズボンという

いでたちで,一見活発な女の子という印象を受ける。

しかし表情は乏しく,視線は宙に浮いている。Thを一

度も見ないまま,一人でプレイルームに向かう。

ミニュチュアのぶどうを口にくわえて三輪車に乗る

と,「あ一」「え一」と声をあげてプレイルーム内を回

る。トランポリンに乗り,足元が少し揺れる程度に弱々

しく跳ぶ。他のクライエントが乗ってくると,背中を

向けて避ける。しばらくして近くで見ているThに手

招きするので,Thも入って手をつないで跳ぶ。しかし

Y子は,自分かち手を離してトランポリンから降りる。

そして大ブランコに乗り,立ち上がって激しくこぐ。

再びトランポリンにあがり,こちらを見て手をのばす

ので手をつないで跳ぶが,やはりY子の身体は固く足

先だけで跳んでいる。しばらくすると寝ころがるので,

足を持ち上げて跳ぶとキャッと笑うが,次の瞬間,無

表情に戻ってしまう。足を持った手を離すと,足を上

げて要求してくるが,Thが足をつかんで跳んでも嬉

しそうな素振りを見せない。何を要求しているのか分

かりにくい。ぶどうが口から落ちたのでくこれ何?〉

と聞くと,「ぶどう」と吐き捨てるように言う。小ブラ

ンコに乗り,鏡に映った自分の姿を見て喜ぶ。

第3回(1月21日:2年3学期)

Thの顔をみてもピンとこないようで,不安そうに

トイレにいくが,入ろうとせず,階段を上がって3階

まで行く。院生室の隣の部屋を開けようとするが鍵が

かかっおり,Thに開けてよと言うように「こててて」

と言いながらThを見る。<鍵がかかっているから開か

ないよ〉と言いきかすが,次第にY子の顔がゆがんで

きて,「こててて。プアール。フギャー」と奇妙な声を

あげて泣きだし,階段を駆け降りた。しばらくしてプ

レイルームに入る。小ブランコで鏡をみながらこぐ。

Thも後ろから押してやる。しばらくして「こて」と

言って,Thにこぐのをやめさせる(何かしてほしい時

もやめてほしい時も「こて」と言うらしい)。 トランポ

リンに乗ると「こて」と手を差し出し,Thと一緒に跳

ぶが,自分から手をつなぐわりには,すぐ手を離した

り,しっかり握ると嫌がり自分で握り直したりする。

相変わらず身体は固いままだが,少しずつ膝を曲げて

強く跳べるようになってきた。 Thが<一休みしよう

か〉と跳ぶのをやめるとY子も「一休み」と言うが,

次の瞬間に「こて」と手を差し出すので,<もう一回跳

ぶ?〉と聞くと「跳ぶ」と言って再び跳び始める。二

人で転ぶと大喜びし,視線が会うと楽しそうに笑う。

大ブランコに乗ると,目を閉じて風を切る感覚を楽し
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む。

第6回(4月15日:3年1学期)

Thを見ると少しはにかんだ様子で,声をあげて嬉

しそうにプレイルームヘ走っていく。まず一人でトラ

ンポリンを跳ぶ。片足を上げたりして,変化をつけて

跳んでいる。次に二人で跳ぶが,テンポがどうしても

合わない。Thが合わせようとするとまたずれてくる。

しかしY子は,ご機嫌でThと視線が会うとニッカー

と笑う。Thが疲れて,わざと転んで座ると,Y子はTh

に抱きついてきたり,膝の間に入ってきたりする。向

かい合ってThの手を自分の顔に持っていって顔を隠

して,その後で顔を出すので,Thがくばあ一〉とふざ

けると笑う。

第9回(7月21日)

大きな笑い声をたでてプレイルームに向かう。靴下

を脱いでトランポリンに乗る。まず一人で身体全体を

使って元気に跳ぶが,「欲しい,欲しい,てってっ

てっー」とThを呼ぶ。 Thがあがると,照れくさそ

引こ近づいてきて手をつなぐ。向かい合ったり,横並

びになったり,Y子が後ろ向きにくっついてくるので

後ろから抱いて跳んだりする。 Thが積極的に抱きし

めると,離れ,またくっついてくることを何度も繰り

返すのでThはそっと触れる程度に抱きしめ,足元を

揺らす程度に跳ぶとY子はじっとしている。二人で

ゆったりした時間を共有する。15分以上跳び続けたの

で<休憩〉と言って座ると,不満そうに「欲しい,欲

しい,ぶあー」と言うので,く何が欲しい?何してほし

い?〉「何が欲しい」〈もう一回跳ぶ?〉「もっか一と一」

〈もうやめよっかー〉「もうやめ」とエコラリアが続く。

Y子もじれったくなってThの髪を引っ張って立た

せ,しばらく跳んだ。

第10回･(9月30日:3年2学期)

今日は,かわいいゴムで髪をしばっており,女の子

らしくなってきた印象。〈こんにちは〉と顔を覗き込む

と「こんにちは」大きな声で言うのでThが驚いてい

ると,Y子とプレイルームに駆けていく。 トランポリ

ンに乗り,笑いながら気持ちよさそうに跳び始める。

しばらくしてThを手招きして呼ぶので,二人で手を

つないで跳ぶ。跳びながら顔を上げ,Thは目を合わ

せ,目を大きく開けて何度も抱きついてくる。後ろ向

きになりThに背中をすり寄せてくるので,後ろから

抱きながら跳ぶと,すぐ離れてしまう。しかし,また

同じように背をすり寄せてくるので,今度はThから

働きかけをしないでいると,Thの腕をつかんで自分

の身体に巻き付けて跳ぶ。Thが座り込むと,「おんぶ」

と言って背中に登ってくるので,背負って立ち上がろ

うとすると,降りようとする。しかし降ろした瞬間に

は「おんぶ」と背中に上がってくる。 Thは,よつばい

になってお馬さんをやるとキャーキャーと笑うがすぐ

に降りる。再び「おんぶ」と言うので,今度はそのま

まほっておくと,不満そうに｢ててて｣と言う。〈跳ぶ?〉

と聞くと,｢跳ぶ｣というので,身体をあずけきれない

Y子を背負って跳ぶ。大ブランコに乗ってこぎ,目を

閉じて風を切ることを楽しむ。

プレイからみたY子の状態像

両親の都合もあって月1回のプレイしかできないが

プレイのセッションを重ねるにつれてY子は,明らか

にThとの身体接触を求めていくようになっていっ

た。同時に第1回では,宙に浮いた独特の眼差しであっ

たが,プレイの展開と共に視線が合うチャンスが増え

ていった。第9~10回あたりになるとY子は,Thに背

を向け,後ろ向きになってThに近づき抱かれ,トラ

ンポリンを跳ぶのである。しかしすぐにThから離れ

てしまい,再び背を向けて接近するのである。この行

為を繰り返すのであるが,いかにもThとの一体化・

融合化を求めながら。身体を完全にThに預けきれな

いY子の姿が痛々しい感じさえするのである。 Mahler

の視点からY子の人格発達を考えると,自閉期から共

生期の移行の段階に位置するといえ,共生期に入りき

れないジレンマが伝わってくるのである。

Y子のことばをみると,「こて」に代表されるように

極めてidiosyncraticな,他者と共有されない固有な

意味づけされたことばが中心的に使用されており,H.

S. Sullivan (1976)の言う自閉的なことばと言えよう。

Y子の要求語としては,「跳ぶ」「おんぶ」などがある

が,これらのことばも記号的意味は持つもののことば

のもつ象徴性の色合いは薄いであろう。Thから話し

かけられれば,第9回に示されるようにエコラリアに

なり, turn-taking的に発話されている。

Y子の興味・関心をみると,その中心はトランポリ

ンやブランコである。 トランポリンはThとのかかわ

りの重要な場となっているが,ブランコでは勢いよく

こぎ,目を閉じて風を切る感覚が最もY子に充足感を

与えるようである。

(3)Y子のFCの経過

担任のA先生(女性)は,Y子が入学してくる前の

年に転校生G君(3年生)を担任をした。G君は殆ど

話しことばのない自閉症で,極めて多動なため,母親

も教室にいることが多かった。母親がG君の肘に触れ

ているとテストでは良い点をとったり,作文も年齢相

応の文章をかいたのである。しかしG君は半年間あま

りで再び転校してしまった。A先生は,G君と母親の

様子を観察した経験に基づいてY子にFCを実践して

みようと思われたようである。(Y子の小2の3月にA

先生は本センターに来られたので,Y子のFCの実践

の経緯を詳しく聞くことができた)

両親との面接においては,学校で使用している国語

のノートを持参されることが多かったので,国語の
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ノートを通してY子の文章の産出の経過を把握するこ

とができた。以下その経過を3つの時期に区分して述

べてみたい。

①平仮名のなぞり書き及び視写の段階(第1段階)

(小1の2学期~小2の1学期)

平仮名のなぞり書きの学習は小1の2学期頃から始

まった。「あいうえお」等,点線で書かれた文字をなぞ

るのである。図1は小1の11月20日に書かれたもので

あるが,鉛筆で滑らかに点線にそって書くことは難し

いようである｡最初のうちはA先生がY子の手を支え,

ガイドしていたようであるが,次第になぞり書きは自

発的に書くようになっていった｡しかし視写となると,

まだY子自身の名前の視写しかできないが(小1 :12

月),A先生がY子の手を支えると自発的に書くとのこ

とであった。図2は,小1の2月の「さしすせそ」の

視写であるが,マスの中に入りきらなくて4マスや6

マスを使って一文字書いている。これを見ると先生に

手を添えてもらえれば自発的に視写できるようだ。ま

たY子は平仮名の読みも同時に練習しており,ほぼき

れいに発音できるのであるが,た行,ら行,や行あた

りの発音がやや難しいようだ。

このように小2の1学期頃までにA先生がY子の手

首や肘に手を添えたり,支えたりすれば,自発的に視

写ができるようになっていった。

図1 なぞり書き

図2 さ行の視写

②A先生が手首や肘をサポートすれば,Y子が先生

の掌に文章を書く段階(第2段階)

(小2の2~3学期)

小2の10月:ある日の4時間目にY子は落ちつかな

くなった。A先生がY子の腕に手を添えると,先生の

掌に「おなかが すいた」と書いた。「みんな,おなか

がすいているけど,もう少し我慢しようね」と言った

ら,Y子は納得したとのこと。またB先生が,「3たす

4は」と言う問題をだしたところ,「7」と書いた。こ

ういう場合もA先生がサポートしているのであるが。

11月5日:クラスで買い物ごっこをしたが,Y子は

不機嫌だった。腕をサポートするとY子は先生の掌に

「かいものは いや」と書いた。

11月24日:国語の時間では,いつも日記を書くよう

だ。次の文章はY子の書いた初期の頃のまとまった作

文である。A先生がY子の腕をサポートし,先生の掌

にかいた文章を先生がノートに書き,それをY子がな

ぞるのである。

きのうしたこと(図3)

アスレチックをしたよ。おかあさんとおとうさんと

したよ｡せいしょうねんしぜんのいえだよ｡おねえちゃ

んもいたよ。すべりだいやきのぼりのアスレチックだ

よ。たのしかったよ。アイスをたべたよ。

(これは,前日の日曜日に家族で青少年自然の家に遊

びに出掛けたことを記述したもので,母親もその内容

は正しいと言われた)

図3 きのうしたこと

12月9日:12月6日には市の特殊学級の児童・生徒

が集まって連合運動会が開催された。そのことについ

て次のように作文を書いた。

連合運動会の楽しかったこと

①わたしは,うんどう会をしました。②そうごう体

育かんでしました。③バスで行きました。④A先生は

いませんでした。⑤おもしろかったです。⑥大玉おく

りをしました。⑦ダンスもしました。⑧おかあさんと

おどりました。⑨○○さんのおばちゃんともおどりま

した。⑩たのしかったよ。⑨A先生ともおどりたかっ

たよ。⑩おべんとうもおいしかったよ。⑩おかあさん

とたべたよ。⑩おとなの人たちが,たくさんいたよ。

⑩たのしくおはなししてたよ。⑩わたしもおはなしし

― 220 ―



Facilitated Communication の妥当性に関する研究(2)

たかったよ。⑥おもしろかったよ。⑩もう,なかない

からね。⑩らいねんも,やりたいなあ。⑩こんどは,

A先生とおどりたいわ。

A先生のコメントは以下のようであった。

連合運動会の作文を書こうということでとりかかり

ました。全く抵抗はありませんでした。<はじめは,な

んて書〈〉の問いに①を書いてくれました。その後②

~⑥までは,私はくそれから〉の問いしかしませんで

した。思い出しては書いてくれました。⑩のあと私か

少し脱線して〈A先生,どこにいたか知ってた〉と聞

<と,「知ってたよ」<どうして〉「こえがきこえた」の

やりとりをしてから,またくそれから〉の質問で⑩~⑥

まで書きました。後,〈おとなの入って誰〉と聞くと,

「おばちゃんたち」〈だれの〉「おともだちの」<おとも

だちってだれ〉「○○ちゃんとか○○くん」の答えが

返ってきました。⑩~⑩もくそれから〉の誘いかけし

かしていませんでしたが,実にスラスラと思い出して,

とてもいい顔で作文を書いてくれたのには感激です。

内言語の多さ,構文の正確さは,目をみはる思いです。

この作文もA先生がY子の手をサポートして,掌に

書いた文章をノートに書き移したものであるが,当日

A先生は放送係のために本部づめだったために,Y子

は「こえがきこえた」と記述したのであった。

母親によると「昨年の1年の時の連合運動会では,

泣きまくって体育館の中にも入れなかった。しかし今

年は指定された場所でちゃんと座っていたし,親子

フォークダンスや玉入れなどもちゃんとでき,昨年と

ちかってよくできた」と言われた。

12月16日:Y子はブランコが大好きである。とくに

風にあたることが好きで,台風などの風が強い日には

ベランダにでたがるとのことであるが,次のような作

文を書いている。

きのうしたこと

ブランコにのったよ。がっこうのブランコだよ。一

人でのってたよ。お母さんがいなかったからだよ。か

ばんもったままのったんだよ。おもしろかったよ。お

母さんがきたから,かえったよ。 もっとのりたかった

けどね。おうちにかえって,おやつをたべたよ。

12月20日:Y子の作文は,その殆どが家庭での出来

事を書いているが,学校内に関する内容は次の作文が

みられた。

きょうしたこと

きょうは,いやなことがあったよ。おきょうしつが

さむかったよ。 としょしつからかえったあとよ。

1月11日:Y子は,1月7日の始業式の帰りに発作

をおこし,一晩のみ入院したことがあった。入院した

夜は,母親は自宅に帰り,翌日迎えにいったとのこと

であるが,入院の経験を次のように書いている。

びょうきはやだよ(図4)

おやすみしたのは,びょうきになったからよ。びよ

ういんに行ったのよ。おちゅうしゃをしたのよ。いや

だったわ。お母さんもいなかったので,かなしかった

わよ。おやつがはしかったわよ。お母さんが,おむか

えにきてくれて,うれしかったわよ。びょうきはやだ

よ。おうちがいいよ。学校にこないのはやだよ。学校

すきだよ。A先生がすきだよ。おしまいよ。

A先生のコメントが次のように書かれてある。

日記は例によって書こうかと声かけしたところ,嫌

がることもなくとりくめました。「なんでお休みした

の」の発問から入っていきましたが,一文字ずつ手に

書いて,本当にどんどん自分で作文していくことがで

きました。最後の方の「学校に来ないのは…」の文は

私か「でも病気になって良かったのは,学校に来なく

てすんだことでしょう」の質問を意地悪っぽくした答

えでした。「そうよ」なんて答えが返ってきたらどう

しょうかと思いましたが,「やだよ」「学校好きだよ」

の答えが返ってきて一安心,良かった! 題は,全て

書きおわった後,未書きを音読してあげて,「題をつけ

て」と促ずと,少し考えて自分でつけました。

図4 ぴょうきはやだよ

2月6日:次のような課題においてもY子はスムー

ズにできるようである。

反対の言葉

1.夏は(あつOて,冬は(さむい)。

2.この字は(むずかしい)けれど,あの字は(か

んたん)ね。

3.(かたい)お米も,たいたら(やわらかく)なる。

4.きりんの足は,(細く)て(ながい)けれど,か

ばの足は,(ふとく)て(みじかい)。

A先生のコメント

反対言葉の語彙はかなりあるようです。( )に入れ

る言葉はスラスラ一人で考えていました。平仮名のな

ぞりは,もう手を添える必要は全くありませんね。漢

字のなぞりは手を添えましたが,「むずかしくて きら

い」だそうです。手首の小さな動きがまだ難しいよう

です。

2月13日:本センターに米所する時はいつも両親一

緒である。両親とも運転免許証をもっておられるが,

どうも母親の方は,運転が苦手なようだ。その点につ

いてユーモラスに言及している。
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きのうのこと

きのうわたしはダムに行きました。○○ダムです。

くるまにのっていきました。おかあさんとおねえちゃ

んと,おとうさんと行きました。おさかながいたよ。

おそとは,さむかったけどあそんだよ。ブランコした

よ。おもしろかったよ。おそとはさむかったよ。つか

れたよ。せんせいもいっしょに行きたいかしら。おと

うさんのくるまはあんぜんうんてんよ。あんぜんだい

一よ。おかあさんは,みちまちがえたりするけどね。

おかあさんは,よそに行くときうんてんしないのよ。

おもしろいでしょう。おはなしおしまいよ。

2月16日:

きのうしたこと

おけいこをしたよ。 きのう,わたしは,おけいこを

しました。さんすうのおけいこです。ひきーのもんだ

いです。むずかしかったです。たしのもんだいとまち

がえそうです。お母さんがおしえてくれました。おも

しろかったよ。おかあさんはやさしかったよ。おこら

なかったもん。いつもやさしいといいなあ。

(文中の「おけいこ」は宿題を意味しているのである

が,特に母親の態度について言及しているところが興

味深い。母親は確かに感情を露に表出される方で,叱

る時のお母さんは怖いだろうなーとY子の気持ちはよ

く分かるのである)

2月25日:両親との面接では次のように言われた。

特殊学級には4人の先生がおられるが,Y子はA先

生にベッタリ。A先生が出張でいなかったことがあっ

た。翌日母親はY子をつれて登校したところA先生と

会った。そこでY子は自分の右手で左手の掌に何か書

いている。A先生は,「きのう どうして いなかった

の」と書いたと母親に教えてくれた。母親はY子の指

文字が読み取れないとのことである。

3月5日:クラスで性教育に関する授業が行われ,

実際に赤ちゃんが三人登場したようだ。

赤ちゃん

赤ちゃんが三人きました。わたしは,おせわをしま

せんでした。そのわけは,赤ちゃんがあまり小さくて

こわかったからよ。でも,おもしろかった。お父さん

からのてがみは,先生がよんでくれました。うれしかっ

たです。お母さんからの手がみはやさしいよ。やさし

いお母さんは,すきよ。わたしもほんとうは,赤ちゃ

んをだきたかったよ。こんどはだいてみるわ。

3月25日:Y子を本センターに紹介された教頭先生

と担任のA先生が来所された。二人とも転任されると

のことである。A先生は,現在の小学校で通常学級を

3年,特殊学級を7年担当され,転任せざるをえない

とのことであった。A先生の話されたFCに関するポ

イントは以下のようである。

(!)Y子の身体をサポートする場合,肘から手首あたり

を支えたり,触れたりする。肩では駄目。

(2)Y子の日記は,指文字で書いた文章を先生が読み取

り,それをノートに書いたものであること。

(3)1年生の時に田中ビネー式知能検査を実施したら,

IQ:30ちょっとであった。 2年になってB先生にテ

スターになってもらい,A先生はFacilitatorになり,

同じビネーを実施したらIQ:91になった。ビーズ通

しなど動作性的検査は,ほとんどやろうとしなかった

とのこと。

(4)3年4月からは,B先生が主としてY子を担当する

ことになった。

③担任がB先生となったが,次第にindependently

に文章を産出できるようになり,サポートさえあれ

ば直接ノートに文章を書く段階(第3段階)

(小3~小4)

小3になり主としてB先生がY子の担当になった。

昨年まではA先生と一緒に情緒クラスの担任をされ,

グループ別学習でもY子のいるグループを担当されて

いた。

4月15日:次の文章(詩)は,B先生がY子の手に

触れられていたが,掌ではなく,直接ノートに書いた

ものである。

さくらの花がさいたよ。

雨がふったのよ。

さくらの花がないてたよ。

(あとの2行は判読不能であったが,直接ノートに

書くようになったことには驚いた。Facilitatorの役割

がA先生からB先生にスムースにスイッチしたよう

だ。しかしながら文章を書くさいに10分程度しか集中

できないとのこと)

4月27日:B先生とほうかの話をしてから,次の文

章を直接ノートにかいた。

ほうか

プランコにのったから,うれしかったのよ。かぜが

きもちいいのよ。みんなもわらっていたよ。ねたしも

わらったよ。

(｢ねたし｣は｢わたし｣の間違いであろう。｢ジャン

グルジムの一番高いところを平気で歩き回っていま

す。ブランコでも,大人が見ているとこわいぐらい高

くこいでうれしそうです。高いところが大好きなんで

すね｣とB先生のコメントがつけられていた。)

5月17日:次の文章も直接ノートに書いたものであ

る。

ヘチマ

ヘチマのたねをまいたよ。きれいな花がさくとヘチ

マがなるかな。せんせいとたねおまいたよ。石もひ

ろっーたよ。いっぱい石をひろったよ。たくさんたく

さんひろったから,てがいたくなったよ。…判読不能

…せんせいがよんだからかえったのよ。=もっとあそび

たかったよ。

5月20日:
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カブトムシ(図5)

カブトムシのよう中をみたよ。まるくなってねてい

たよ。みんながさわったら,おきたよ。こわかったか

ら,わたしはさわんなかったのよ。 うんちをしたよ。

黒いうんちだったよ。黒いはっぱをたべているから,

黒いウンチをするんだね。いつカブトムシになるのか

な。たのしみだよ。

(「よう中」は「よう虫」のことであろう)

図5 カブトムシ

はいしゃさん

はいしゃさんにいったら,いたかったよ。 きかいも

とてもこわかったのよ。やだっていったけど,ぜんぜ

んやめてくれなかったんだ。だから○○はいしゃさん

はきらいなのよ。がっこうへも,はいしゃさんがきた

よ。こわかったのよ。でもいたくなかったからよかっ

たわ。だけどやっぱり,はいしゃさんはきらいよ。だ

から,きゅうしょくたべたら,はみがきするのよ。

6月25日:学校では,プールに入るようになった。

プールに はいったよ。

プール すきよ。

お水が だっこしてくれるもん。

6月に入ってからは,国語のノートには殆どY子の

作文が書かれなくなっていった。特殊学級の児童数は

全部で14人で,4人の先生が担当されている。A先生

が転任され,そのかわりにC先生が赴任された。C先

生は障害児教育のベテランの先生で,Y子の学校では

障害児クラスの主任の立場になるとのことであった。

母親によるとそのC先生は,Y子について「教育とい

うよりも療育だ」という捉え方をされ,どうも養護学

校に転校することを母親にすすめているらしい。母親

は「頭にカチンときている」と不満をもらされた。

このようなクラスの事情となり,おそらくB先生も

これまでのようにY子にFCを自由に実践することが

できなくなってきたのではないかと推測された。各学

期に一つの作文ぐらいしか見られなくなった。

2学期:

あき

かき,くり,りんご,みかんにまったけ。おかしも

すきだよ。

あかとんぼ,こおろぎ,すずむし,たくさんむしが

いるよ。

てんきがいいから,すき。そとでもあそべるもん。

ぶらんこにジャングルジム,うんてい,くさり。

たかいところへのぼると,いいきもち。そらがとっ

てもあおいから。

あき,だいすき。

3学期 1月11日:

ゆき

ゆき,すきだけどきらいだよ。しろくて,きれいだ

よ。がっこうにいかなくてもいいのよ。でもおそとで

あそべないのよ。ぶらんこにのれないのよ。だからき

らいとおもうの。あしたは,ぶらんこにのれるといい

な。

4年の6月:6年1組との交流会がもたれ,ゲーム

を楽しんだようだ。

しっぽとり

おにでおにいさんとてをつないではしったのがたの

しかったわ。でも,すぐにしっぽをとられてしまった

の。しょうじょうをありがとう。おかあさんにもみせ

てあげるね。

FCの経過の検討

上述してきたようにY子の書字・FCの経過は,3

つの段階に区分できたが,再度要約すると以下のよう

になろう。

第1段階では,障害児に対する書字学習で一般的に

みられる手を添えてガイドする方法が行われている。

なぞり書きにおいてもY子は,滑らかになぞることは

難しく,最初の頃はフェルトペンなども用いていた。

おそらくA先生は,手を添え,かなりガイドしながら

字を書かせていたと思われる。しかしながら次第にA

先生がY子の手に触れるだけで視写ができるように

なっていった。A先生が手を触れれば,なぞり書きや

視写を遂行することは,一般的にみられる現象でもあ

るが(神野 1998),激励や情緒的サポートとしてA先

生の援助行動は理解できるであろう。

第1段階では,なぞり書きや平仮名の視写しかでき

なかったY子であるが,2年の秋より突然に指文字を

書き,文章で表現するようになったのが不思議であり

非連続なのである。A先生の掌に｢おなかが すいた｣

とか｢かいものは いや｣と書き,その後,日記ふう
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に書かれた作文が多く産出されるようになっていっ

た。読み書き能力が殆どないと思われていた自閉症児

が,突然文章表現するようになるのがFC現象であり

Y子の場合もまさにそうであった。

そしてFacilitatorがA先生からB先生に変わった

第3段階において,ノートに作文を自筆するように

なったのも非連続な推移のように思われる。

このようにY子の書字能力の経過をみると常識的に

は理解できない非連続な過程が示された。

次に,Y子の書いた作文の内容にについて検討して

みよう。全体としては,「良い子」の作文であり,小1

の児童が「せんせい,あのね……」と作文を書き始め

る文章(形式や内容)に類似している印象をうけるが,

最初の頃の纏まった作文である「連合運動会で楽し

かったこと」などは,極めて論理的であり,いわば「宿

題で作文の嫌いな子が,母親が代わりになって書いた

文章」のような印象をもつのである。作文・日記の多

くは,母親によるとかなり正確な内容のようで母親か

ら得られた情報がA先生にかなり入っていたとして

も,A先生の知らない内容も含まれているようだ。ま

た「びょうきはやだよ」とか「はいしゃさん」の作文

の内容は,非常に纏まった内容であり,A先生の知ら

ない情報が多く含まれていると思われる。しかしなが

ら当事者であるY子しか知りえない内容は殆ど書かれ

ることはなく,ある程度はA先生の推測可能な文章の

ようにも思われる。それにしてもプレイセラピイ場面

でみせるY子の姿からは考えられない文章であり,健

常な低学年の子どもを連想するのである。

FCによると算数の領域でもY子は能力を発揮して

いる。小2の3学期では次の問題を答えている。

「みかんを1人3こずつ食べます。 8人で食べると

みかんは何こいりますか」という問題に対して,イ3×

8=24 24こ」と正答している。そしでA先生のコメ

ントとして「九九は音声ではいえませんが,よく理解

し,覚えています。九九を応用した文章題もきちんと

題意を把握して○の△倍だからOX△=□というよう

に説明することができます」と述べられている。この

時期にビネー検査を実施され(A先生:Facilitator B

先生:Tester), I Q:91を示し,FCの世界では,平

均的知能を示すY子であり,まさにそれを裏付ける結

果となった。

(4)Y子のFCに関する総合的考察

文章が書け,算数の文章題も解くことができるI

Q:91のY子のFCの世界をどのように理解したらよ

いであろうか。Y子の世界は,極めて単純に言えば,

IQ:91で示されるFCによって表出された健康な人

格と,IQ:30で示される自閉的色彩をおびた人格の

2つのpersonalityの部分から成り立っていると考え

たらよいのであろうか。このように二重にsplitした

人格・世界を想定する考え方もみられるが,しかしF

Cの世界はどこかmysteriousである。

Y子の母親は,FCによって産出された文章に懐疑

的である。第3段階で,直接ノートに文章を書いた内

容も,例えば「カブトムシ(図5)」でも,その場で先

生からいろいろ説明をうけ,それを自動的に書いてい

るだけだと言われたことがあった。また母親自身,宿

題などでFacilitatorの役割をとろうと努力しても,

一向にY子はスムースに書いてくれないのである。多

くの母親のように素朴にFCによる驚異的な書字能力

を喜んで･もよさそうだが,Y子の母親は,FCに対し

て疑いの眼差しを持ち続けておられた。

プレイセラピイの場でY子は,セッションを重ねる

につれてThに身体接触を強く求めていった。抱っこ

されながらトランポリンを跳ぶが,すぐまた離れてし

まうことを繰り返していた。いかにもThとの一体

化・融合化(神野 1997)を求めながらもThに身体

を完全に依存できないY子の姿を表していた。また「こ

て」に代表されるようなきわめてidiosyncraticなこ

とばを使用していた。自閉症児の多くがそうであるよ

うにY子の場合も重要な他者(養育者)に抱っこされ,

身体を完全に預け,安心感,安全感を体験できないの

である。

Y子は,HOldingによる安心感・安全感を強く求め

ており,それがA先生に向けられ,受け入れられ,A

先生との間に濃厚な関係が形成されていったであろ

う。母親は「特殊のクラスには先生が4人いて,Y子

はA先生にベッタリ」とよく言っておられたが,プレ

イ場面でみられたようにY子はA先生にも抱っこやお

んぶを要求し,かなり満たされ,一体化による安心感

を経験していたのではないかと思われる。このY子と

A先生との濃厚な関係がFC現象を惹起させる最も重

要な要因と思われる。

この濃厚な人間関係は,赤ちゃん時代の母子関係と

酷似しており,身体と身体のコミュニケーションであ

る。ダイレクトなモノを媒介しない2者関係において

身体と身体が触れ合い,視線が合うことによって何が

コミュニケートされるのであろうか。筆者は,前論文

(1998)で一体化・融合化において「投影」と「取り

入れ」機制による活発なコミュニケーションが起きて

いるのではないかと,述べた。大人の側(母親,教師,

セラピスト等)は,殆ど無意識的に自閉症児に働きか

けるが,自閉症児側からすれば,それらをactiveに取

り入れ,また投げ返すのである。

健康な赤ぢゃんならば,1歳頃に話し始めるのであ

るが,この赤ちゃん時代の1年間に何を経験し,何を

学習するのか,いまだ謎に包まれているといっても過

言ではなかろう。しかしながら自閉症児のFC現象を

通して赤ちゃんが経験しているところの一端を示して

いるのではないかと思うようになってきた。心的状況
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としては赤ちゃんに類似しているが,加齢した自閉症

児の特徴として,彼らの記憶力の凄さがあげられる。

絵画の領域(S. Wiltshire 1991)や数学・計算の領域

(神野 印刷中)において顕著にみられるものの,一

人一人の自閉症児の興味・関心領域での記憶力には

度々驚ろかされるのである。この関心が人に向けられ

ればその人の言動には恐ろしいほどのアンテナを張り

めぐらし,意味も理解されないままautomaticに機械

的に容易に記憶されてしまうのではないかと思われ

る。

FCに関与するもう一つの重要な要因として自閉症

児のpassivityがあげられる。Y子は,小4の頃より

日常生活の一部で指示されないと動けなくなってし

まった。例えば,お風呂に入る時,<シャツ脱いで〉と

母親に言われないと脱げないのである。母親が言わな

いと,Y子自身が「シャツ脱いで」と何回も言い続け,

行動はストップしたままであり,主体的,能動的に動

けないのである。この他者の意図を敏感に察知して動

くあり方･passivityは,FC現象を起こさせる重要な

要因と思われる。

Y子は,小3の後半の頃より激しいパニックや奇声

が家庭や学校でみられ,いわゆる問題行動が多発して

きた。小5の頃より睡眠障害もおき,投薬を受けるよ

うになった。このような事情でY子は,小5の2学期

より養護学校に転校することになってしまった。A先

生が転任されたという大きな要因があるもののY子

は,小4~5になるにつれてパニック, passivity,奇

声,睡眠障害がみられるようになり,きわめて不安定

な状態に陥ってしまった。加齢とともにdevelopとい

うよりdeteriorateしている印象を受けるのである。

FC現象は, Pseudoの世界と思われる。しかしなが

ら何故その現象が現れてくるのか,その心理機制を明

確にすることによって自閉症の本態により近づくこと

ができると思われる。FC現象を理解するためには,

次の要因が複雑に絡んでいるであろう。

①知的(IQ)には,重度,最重度であること。

②人に全く関心を向けようとしない自閉症児には,そ

もそもFCを遂行することは困難であり,人に関心を

向け,発達レベルからすれば前共生期にある自閉症児

(者)であること。

③FCをスタートする段階においては, Facilitatorと

自閉症児との間に濃厚な関係が成立していること。

④身体と身体によるコミュニケーションが最もドミナ

ントに機能する時期は赤ちゃん時代であり,FCを通

して活発なコミュニケーションがなされ,その中心的

防衛機制は,投影と取り入れであること。

⑤自閉症児の凄い記憶力がFC現象が惹起されるため

には,深く関与していること。

⑥自閉症児の示すpassivity (他者の意図に従ってしか

うごけないこと)が,FC現象に重要な役割を果たし

ていること。

以上のようにY子のプレイセラピイやFC過程の検

討を通してFCに関与すると思われる要因について列

挙してきたが,更にこれらの要因の連関やメカニズム

について明確化する大きな課題が残されている。
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